












んマウスの樹立を目指す。共同研究期間中に、我々が本来着目していた Rb と SREBP-1,2 の転
写・プロセッシングにおける関係に加え、変異 p53 が SREBP-2 と直接に結合し、その転写活
性を促進するという報告がなされた。mTORC1 と SREBP-1,2 との関係も 2010 年に報告があ
り、がん化シグナルの標的としての SREBP の役割に益々注目が集まっている。クリーニング
を終えた REBP-1 KO マウスと Rb+/-; p53+/-マウスとの交配を開始した。PTENflox, Rbflox













E2F 依存的な SREBP ファミリー遺伝子発現
調節機構を発見した（ Shamma et al., 



















































研 究 期 間：2011年 4月 1日～2012年 3月 31日 
研 究 題 目：がん幹細胞の脂質代謝における Rbがん抑制遺伝子と SREBP-1遺伝子の関係 


















また、timed pregnancy によって、胎生 12.5
日付近の胚を得、これを観察する。これまで
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